
※2022年の1例は臨床診断例

麻しんウイルス遺伝子型検出状況 　麻しんウイルスの遺伝子型について

B3 D8 D8型：

2025年 17 0
B3型：

※2020年から2024年までは、麻しんウイルスの検出はありません。

https://www.who.int/teams/immunization-vaccines-and-
biologicals/immunization-analysis-and-
insights/surveillance/monitoring/provisional-monthly-measles-
and-rubella-data

2025年の横浜市内麻しん発生件数は20件でした。

世界の麻しん発生状況：
WHO-Immunization Analysis and Insights
◆ Provisional monthly measles and rubella data

参考

近年世界各国で検出されている型です。2025年はインドの他、

ヨーロッパや東南アジア諸国でも流行しました。

D8型と並び世界的に流行している型です。2025年は、従来流

行していたアフリカの他、中東でも流行の中心となりました。
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